


2第２３９号

令和６年 第２回定例会　議決一覧表
事件の番号 件　　　　　名 内　　　　　容 議決月日

結　　果

報　告
第５号

令和５年度下妻市一般会計繰越明
許費繰越計算について

令和６年第１回定例会において、道路改良工事（市道
5315号線外）など繰越明許の議決があった事業につ
いて、地方自治法施行令の規定に基づき報告するもの

6.5

報告のみ

報　告
第６号

令和５年度下妻市水道事業会計予
算繰越計算について

水道事業会計予算繰越計算について、地方公営企業法
の規定に基づき報告するもの

6.5
報告のみ

報　告
第７号

令和５年度下妻市下水道事業会計
予算繰越計算について

下水道事業会計予算繰越計算について、地方公営企業
法の規定に基づき報告するもの

6.5
報告のみ

議　案
第44号

下妻市家庭的保育事業等の設備及
び運営に関する基準を定める条例
の一部改正について

国の「家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準」
の改正を踏まえ、小規模保育事業所等における満３歳以
上の児童に係る保育士等の配置基準を見直すほか、所要
の規定の整備を行うため、条例の一部を改正するもの

6.18

原案可決

議　案
第45号

下妻市下水道条例の一部改正につ
いて

政府が進める「デジタル原則に照らした規制の一括見
直しプラン」に基づき、アナログ規制の一つである常
駐・専任規制に該当する規定を緩和する改正を行うほ
か、所要の規定の整理を行うため、条例の一部を改正
するもの

6.18

原案可決

議　案
第46号 財産の取得について

下妻市消防団に配備されている消防車両で老朽化した
ものを更新するため、新たに消防ポンプ自動車１台を
取得することについて、下妻市議会の議決に付すべき
契約及び財産の取得または処分に関する条例の規定に
より、議会の議決を求めるもの

6.18

原案可決

議　案
第47号 字の区域及び名称の変更について

しもつま中央工業団地の造成に伴い、字の区域及び名
称の一部を変更することについて、地方自治法の規定
により、議会の議決を求めるもの

6.18

原案可決

令和６年 第２回臨時会　第２回定例会

こんなことが決まりました
令和６年 第２回臨時会　議決一覧表

事件の番号 件　　　　　名 内　　　　　容 議決月日
結　　果

報　告
第３号

専決処分の承認を求めることにつ
いて「下妻市市税条例の一部改正
について」

地方税法等の一部改正に伴い、令和６年度分の個人住
民税の特別税額控除に係る規定を整備するなど、下妻
市市税条例の一部を改正することについて専決処分し
たもの

5.20

承認

報　告
第４号

専決処分の承認を求めることにつ
いて「下妻市国民健康保険税条例
の一部改正について」

地方税法施行令の一部改正に伴い、国民健康保険税の
課税限度額を引き上げるなど、下妻市国民健康保険税
条例の一部を改正することについて専決処分したもの

5.20

承認

議　案
第41号

下妻市行政手続における特定の個
人を識別するための番号の利用等
に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関
する条例の一部改正について

行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律において、情報連携について定め
る別表第２を廃止する改正が行われ、当該事項が主務
省令で規定されることに伴い、引用条文の整理を行う
必要があることから、条例の一部を改正するもの

5.20

原案可決

議　案
第42号

旧本庁舎解体工事請負契約の締結
について

旧本庁舎解体工事について、締結した仮契約を本契約
とするため、議会の議決を求めるもの

5.20
原案可決

議　案
第43号

令和６年度下妻市一般会計補正予
算（第２号）について

定額減税調整給付金事業費の計上等により、３億7,582
万4,000円を増額するもの

5.20
原案可決
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事件の番号 件　　　　　名 内　　　　　容 議決月日
結　　果

議　案
第48号

茨城県後期高齢者医療広域連合規
約の変更について

行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律等の一部を改正する法律の施行に
より、現行の被保険者証が改正法の施行日以降は発行
されなくなることに伴い、茨城県後期高齢者医療広域
連合規約の一部を変更することについて関係市町村と
協議するため、地方自治法の規定により、議会の議決
を求めるもの

6.18

原案可決

議　案
第49号

令和６年度下妻市一般会計補正予
算（第３号）について

Ｂ類疾病予防接種委託料（新型コロナウイルスワクチン
接種分）の増額等により１億8,119万円を増額するもの

6.18
原案可決

議　案
第50号

令和６年度下妻市国民健康保険特
別会計補正予算（第１号）について

健康保険証とマイナンバーカードの一体化に伴う国民健
康保険システム改修委託料の増額等により517万9,000円
を増額するもの

6.18

原案可決

令和６年 第２回定例会　永年勤続議員表彰

人　　　事　　　議　　　案
議　案
第51号

下妻市固定資産評価員の選任につ
いて

現下妻市固定資産評価員である塚田篤氏の後任として、
本市職員の岡本俊彦氏を選任することについて、議会
の同意を求めるもの

6.18

同意

陳　　　　　　　　　　　情
陳情受理

番号
第２号

程塚裕行議員の活動報告30号に
ついて調査を求める

程塚裕行議員の活動報告30号の掲載内容等について
調査を求めるもの

6.18

採択

※〇：賛成　×：反対　欠：欠席　除：除斥　棄：棄権
※除斥とは、自己の一身上に関する事件について議事に参与できないこと
※議長（須藤　豊次）は採決に加わりません

令和６年 第２回定例会　賛否が分かれた案件

事件の
番号

野
村
　
貴
博

安
田
　
　
歩

太
田
　
富
雄

浅
野
　
通
生

木
村
　
穂
摘

鈴
木
　
　
牧

端
　
　
茂
樹

宇
梶
　
浩
太

岡
田
　
正
美

塚
越
　
　
節

程
塚
　
裕
行

斯
波
　
元
気

小
竹
　
　
薫

廣
瀬
　
　
榮

原
部
　
　
司

須
藤
　
豊
次

平
井
　
　
誠

篠
島
　
昌
之

結　
果

議　案
第48号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ 可

決
議　案
第50号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ 可

決

  

令
和
６
年
度
の
全
国
市
議
会
議
長

会
定
期
総
会
及
び
茨
城
県
市
議
会
議

長
会
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
活
動

を
通
じ
て
、
永
年
地
方
自
治
の
発
展

と
市
政
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

◇
全
国
市
議
会
議
長
会

◇
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

　
　
○
正
副
議
長
４
年
以
上
勤
続

　
　
　
廣
瀬　
榮

　
　
○
15
年
以
上
勤
続

　
　
　
小
竹　
薫

◇
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

　
　
○
８
年
以
上
勤
続

　
　
　
岡
田　
正
美

　
　
　
矢
島　
博
明
（
前
議
員
）

前
列 

廣
瀬
榮
議
員

後
列
左
か
ら
岡
田
正
美
議
員
、
小
竹
薫
議
員

永
年
勤
続
議
員
表
彰
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１　
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
に
つ
い
て

　
２　
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て

２　
塚
越　
節　
議
員

　
１　
「
下
妻
市
庁
舎
周
辺
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
質
問

と
要
望

　
２　
業
務
用
ア
プ
リ
の
職
員
開
発
、
そ

の
現
状
に
つ
い
て

３　
安
田　
歩　
議
員

　
１　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事

業
に
つ
い
て

　
２　
「
第
４
次
下
妻
市
男
女
共
同
参
画
推

進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
下
妻
市
の

女
性
管
理
職
登
用
に
つ
い
て

　
一
般
質
問
者
の
氏
名・項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。　
（
通
告
順
）

　
１　
介
護
保
険
事
業
、
保
険
料
負
担
増

な
ど
現
状
や
諸
課
題
に
つ
い
て

　
２　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
総

括
と
今
後
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
や

レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
安

全
性
確
認
に
つ
い
て

５　
原
部　
司　
議
員

　
１　
下
妻
市
の
学
校
教
育
に
つ
い
て

　
２　
下
妻
市
の
空
き
家
問
題
に
つ
い
て

６　
平
井　
誠　
議
員

　
１　
市
民
文
化
会
館
に
つ
い
て

　
２　
高
齢
者
へ
の
生
活
支
援
を
求
め
て

　
３　
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の
相
談
窓

口
と
対
応
に
つ
い
て

　
４　
就
学
援
助
制
度
の
拡
充
を
求
め
て

　
５　
小
・
中
学
校
の
体
育
館
に
も
空
調

設
備
の
設
置
を

７　
端　
茂
樹　
議
員

　
１　
自
然
災
害
に
つ
い
て

　
１　
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
事
業
に
つ
い
て

　
２　
廃
食
油
発
電
に
つ
い
て

　
３　
人
口
動
態
に
つ
い
て

　
４　
外
国
人
支
援
に
つ
い
て

　
５　
市
民
文
化
会
館
に
つ
い
て

　
６　
下
妻
公
民
館
に
つ
い
て

９　
鈴
木　
牧　
議
員

　
１　
下
妻
市
庁
舎
周
辺
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て

　
２　
つ
く
ば
下
妻
工
業
団
地
と
そ
の
周

辺
に
つ
い
て

10　
木
村　
穂
摘　
議
員

　
１　
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
推
進
に

つ
い
て

　
２　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

11　
宇
梶　
浩
太　
議
員

　
１　
字
の
変
更
を
す
る
た
め
に
は

　
２　
市
の
公
共
施
設
の
予
約
申
し
込
み

方
法
に
つ
い
て

　
１　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
と
振
興
に
つ
い
て

　
２　
市
内
道
路
等
整
備
に
つ
い
て

13　
野
村　
貴
博　
議
員

　
１　
小
中
学
校
の
雨
天
・
悪
天
候
時
の

登
下
校
に
つ
い
て

令
和
六
年
第
二
回
定
例
会

　
今
定
例
会
で
は
、
13
名
の
議
員
か
ら
市
政
各
般
に
つ
い
て
の
一
般
質

問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一般質問の
YouTube録画配信

※インターネット映像配信サービス
　「YouTube」を利用して一般質問
　の録画配信をしております。

一
般
質
問
通
告
書

１　
太
田　
富
雄　
議
員

８　
斯
波　
元
気　
議
員

４　
岡
田　
正
美　
議
員

12　
浅
野　
通
生　
議
員

一　般　質　問
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高
齢
化
に
伴
い
、
認
知
症

に
な
る
最
も
大
き
な
危
険
因

子
は
難
聴
で
あ
り
、
聞
こ
え
を
改
善
し
、

会
話
の
弾
む
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
認

知
症
の
予
防
に
つ
な
が
る
。
コ
ロ
ナ
禍

以
降
は
、
マ
ス
ク
着
用
や
飛
沫
飛
散
防

止
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
設
置
で
、
難
聴

者
と
の
意
思
疎
通
が
難
し
い
環
境
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
行
政
側
が
高
齢
者
や

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
合
理
的
配
慮

を
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
茨
城
県
内
の
自
治
体
で
、
軟
骨
伝
導

イ
ヤ
ホ
ン
を
窓
口
に
導
入
し
て
い
る
自

治
体
は
あ
る
か
、
本
市
で
は
導
入
の
考

え
は
あ
る
か
伺
う
。
ま
た
、
後
期
高
齢

者
が
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
購
入
す
る

際
に
、
助
成
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

　
県
内
の
自
治
体
で
、
軟
骨

伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
窓
口
に
導

入
・
設
置
し
て
い
る
の
は
日
立
市
の
み

で
あ
る
。
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
は
、
耳

の
軟
骨
へ
振
動
を
与
え
る
こ
と
で
音
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
窓
口
で

大
声
で
会
話
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
守
ら
れ
る
と
い
う
効

果
が
あ
る
。
既
に
導
入
し
て
い
る
自
治

体
の
状
況
等
を
調
査
研
究
し
、
導
入
に

向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

　
後
期
高
齢
者
が
購
入
す
る
際
の
助
成

に
つ
い
て
は
、
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の

一
般
的
な
価
格
は
、
約
２
万
円
か
ら

３
万
円
と
な
る
が
、
県
内
で
は
購
入
費

の
助
成
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
は
な

か
っ
た
。
現
在
、
補
聴
器
の
購
入
助
成

に
つ
い
て
県
内
自
治
体
の
導
入
状
況
を

調
査
研
究
中
で
あ
り
、
軟
骨
伝
導
イ
ヤ

ホ
ン
の
購
入
助
成
に
つ
い
て
も
同
様
に

調
査
研
究
し
検
討
し
て
い
く
。

　
令
和
６
年
５
月
の
市
議
会

全
員
協
議
会
に
お
い
て
示
さ

れ
た
下
妻
市
庁
舎
周
辺
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ

ン（
案
）の
エ
リ
ア
は
、
大
変
広
い
エ
リ

ア
で
あ
る
。
市
役
所
周
辺
の
開
発
案
件

は
、
30
年
先
の
我
が
市
の
未
来
を
決
す

る
議
論
の
好
機
で
あ
る
。

　
市
庁
舎
に
筑
波
山
テ
ラ
ス
を
造
っ
た

こ
と
は
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
一
つ
で

あ
り
、
今
回
の
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
の
エ

リ
ア
で
あ
る
東
部
中
央
公
園
か
ら
、
場

合
に
よ
っ
て
は
多
賀
谷
城
跡
公
園
や
下

妻
駅
ま
で
、
こ
の
エ
リ
ア
全
体
を
有
機

的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
「
ラ
ン
ド

ス
ケ
ー
プ
的
手
法
導
入
」
が
全
て
を
決

す
る
と
考
え
る
。
そ
れ
に
関
し
て
は
プ

ロ
中
の
プ
ロ
を
選
ぶ
べ
き
と
要
望
す
る

が
、
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と
は
、

景
色
・
風
景
と
い
う
意
味
で
、

都
市
や
公
園
、
広
場
に
お
け
る
空
間
の

デ
ザ
イ
ン
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

　
近
年
、
他
の
自
治
体
に
お
い
て
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
公
民
連
携
事
業
に
よ
り
エ
リ
ア

価
値
の
向
上
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

の
成
功
事
例
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
は
、
開
発
事
業
を
行

う
際
に
民
間
の
投
資
を
呼
び
込
み
、
そ

の
投
資
効
果
を
高
め
る
た
め
の
重
要
な

要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ラ
ン
ド

ス
ケ
ー
プ
的
手
法
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
基
本
計
画
の
策
定
段
階
に
お
い

て
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
エ
リ
ア

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
が
エ
リ
ア
価
値
の
向

上
に
つ
な
が
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

太
田
富
雄 

議
員

【
一
括
方
式
】

「
下
妻
市
庁
舎
周
辺
エ
リ

ア
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
関
す
る

い
く
つ
か
の
質
問
と
要
望

エリアビジョンの実現がエリア価値の向上
につながるよう努力していく

自治体や金融機関の窓口で導入が増えている軟骨
伝導イヤホン

一　般　質　問

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
に
つ

い
て

塚
越
　
節 

議
員

【
一
問
一
答
方
式
】

動画は
こちら↓

動画は
こちら↓



6第２３９号

　
本
年
度
の
予
算
で
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

が
あ
る
。
本
市
の
魅
力
を
市
内
外
に
知

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
効
果
的
な
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
く

と
な
っ
て
い
る
が
、
第
６
次
下
妻
市
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
「
人
と
自
然
を

活
か
し
、
住
み
よ
さ
を
創
る
ま
ち　
し

も
つ
ま　
住
み
続
け
た
い
、
選
ば
れ
る

ま
ち
を
目
指
し
て
」
の
視
点
か
ら
行
う

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
市
政
の
情
報
発
信

不
足
を
感
じ
て
い
る
が
、
各
課
の
取
組

の
把
握
を
す
る
た
め
の
連
携
体
制
に
つ

い
て
伺
う
。

　
本
年
度
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
推
進
業
務
委
託
料

を
予
算
化
し
、
市
内
外
に
本
市
の
魅
力

を
発
信
す
る
効
果
的
な
手
法
を
専
門
の

事
業
者
か
ら
学
び
、
地
域
の
活
性
化
や

移
住
定
住
の
促
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
新
た
な
取
組
の
一

例
と
し
て
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
全

駅
の
ラ
ッ
ク
に
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
兼
ね

て
作
成
し
た
子
育
て
に
関
す
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
設
置
す
る
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
い
、
鉄
道
利
用
者
等
へ
の
本
市
の

Ｐ
Ｒ
と
し
て
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
情
報
発
信
の
た
め
の
各
課
と
の
連
携

体
制
に
つ
い
て
は
、
各
課
で
実
施
す
る

イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
か

ら
秘
書
課
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

係
に
情
報
提
供
さ
れ
、
取
材
活
動
等
に

結
び
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
各
課
か
ら

１
名
、
広
報
連
絡
委
員
を
選
出
し
、
毎

月
１
回
広
報
連
絡
委
員
会
を
開
催
し
、

詳
し
い
情
報
の
提
供
を
求
め
、
特
色
あ

る
広
報
紙
面
の
作
成
に
努
め
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は

世
界
中
で
大
量
接
種
さ
れ
た

遺
伝
子
組
換
え
製
剤
で
あ
り
、
予
防
接

種
で
多
く
の
被
害
者
が
い
る
と
の
情
報

も
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
５

類
感
染
症
へ
移
行
と
な
り
、
今
後
自
主

的
に
予
防
接
種
を
受
け
よ
う
と
す
る
市

民
の
中
に
は
不
安
を
抱
く
人
も
い
る
た

め
、
行
政
と
し
て
は
正
確
な
情
報
提
供

が
求
め
ら
れ
る
。
本
市
の
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
回
数
と
健
康
被
害
状

況
、
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

　
本
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
総
接
種
回
数
は
15
万

５
，９
０
４
回
で
、健
康
被
害
救
済
制
度

の
申
請
は
１
件
あ
り
、
こ
の
１
件
は
何

ら
か
の
被
害
が
あ
っ
た
も
の
と
認
定
さ

れ
て
い
る
。

　
今
後
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
秋
冬
か

ら
は
65
歳
以
上
の
方
等
を
対
象
に
年
１

回
の
定
期
接
種
と
し
て
接
種
が
開
始
さ

れ
、
対
象
者
に
は
９
月
中
旬
以
降
に
接

種
券
と
説
明
文
を
送
付
す
る
予
定
で
あ

り
、
費
用
に
つ
い
て
は
国
や
市
の
補
助

に
よ
り
、５
，０
０
０
円
程
度
の
自
己
負

担
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
ま
た
、
当
接
種
は
、
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
様
に
個
人
の
重
症
化
予

防
を
目
的
と
し
、
予
防
接
種
法
上
Ｂ
類

疾
病
の
定
期
接
種
に
位
置
付
け
実
施
さ

れ
る
た
め
、
接
種
を
受
け
る
努
力
義
務

や
自
治
体
か
ら
の
接
種
勧
奨
の
規
定
は

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ワ
ク
チ
ン
の

有
効
性
や
安
全
性
、
副
反
応
の
リ
ス
ク

等
、
国
か
ら
発
信
さ
れ
た
情
報
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
速
や
か
に
周
知

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ

ら
の
情
報
を
基
に
ご
自
身
で
総
合
的
に

判
断
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

岡
田
正
美 

議
員

【
一
括
方
式
】

ワクチンの有効性等について、市ＨＰ
等で速やかに周知していく

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
効
果
的
な
情
報
発
信
に
努

め
て
い
く

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

推
進
事
業
に
つ
い
て

一　般　質　問

安
田
　
歩 

議
員

【
一
括
方
式
】

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

総
括
と
今
後
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ

ン
や
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
安
全
性
確
認
に
つ
い
て

動画は
こちら↓

動画は
こちら↓



7 しもつま市議会だより

　
学
校
教
育
は
、
こ
れ
ま
で

時
代
の
変
化
に
沿
っ
て
行
わ

れ
て
き
た
。
近
年
の
社
会
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
や
高
度
情
報
化
、
価
値
観
の
多

様
化
等
が
急
激
に
進
展
し
、
こ
の
社
会

を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
主
体
的
、
協

働
的
な
学
び
に
よ
る
確
か
な
学
力
の
育

成
や
、
豊
か
な
人
間
性
を
培
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
本
市
の
教

育
の
現
状
や
今
後
の
施
策
等
を
伺
う
。

　
本
市
で
は
、「
学
び
を
人
生

や
社
会
に
生
か
そ
う
と
す
る

人
材
の
育
成
」
を
教
育
目
標
に
掲
げ
、

学
校
教
育
に
お
け
る
様
々
な
施
策
を
展

開
し
て
き
た
。
１
点
目
と
し
て
、
英
語

教
育
を
重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
み
、

全
小
中
学
校
に
英
語
指
導
助
手
を
配
置

し
、
全
小
学
校
に
英
語
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
派
遣
し
て
い
る
。
ま
た
、

英
語
検
定
受
験
料
や
中
学
生
英
語
キ
ャ

ン
プ
へ
の
補
助
金
交
付
や
、
海
外
等
と

の
オ
ン
ラ
イ
ン
英
語
交
流
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。
２
点
目
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
教
育
に
つ
い
て
、
令
和
２

年
に
１
人
１
台
配
布
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

全
小
中
学
校
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
派

遣
や
研
修
会
を
実
施
し
、
そ
の
活
用
能

力
を
高
め
て
き
た
。

　
今
後
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

か
ら
英
語
検
定
料
補
助
事
業
を
拡
充
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
お
い
て
は
、
ヒ
ト
型
ロ

ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
。
さ
ら
に
、
不
登

校
児
童
生
徒
へ
の
学
び
の
支
援
と
し
て
、

市
立
各
中
学
校
の
実
情
を
踏
ま
え
、
校

内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
下
妻
市
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
更
な
る
充

実
を
図
り
、
一
人
一
人
の
学
び
の
保
障

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
令
和
６
年
５
月
の
市
議
会

全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
下

妻
市
庁
舎
周
辺
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

が
示
さ
れ
、
市
民
文
化
会
館
は
解
体
す

る
方
針
と
あ
っ
た
。
下
妻
市
議
会
で
は
、

令
和
５
年
３
月
の
定
例
会
に
お
い
て
、

市
民
文
化
会
館
の
解
体
方
針
の
撤
回
を

求
め
る
決
議
を
全
会
一
致
で
可
決
し
て

い
る
。
ま
た
、
市
民
か
ら
も
改
修
し
て

再
利
用
を
望
む
声
が
多
い
。
解
体
方
針

は
撤
回
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を

伺
う
。

　
今
回
の
下
妻
市
庁
舎
周
辺

エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）は
、

令
和
５
年
３
月
の
決
議
に
対
す
る
回
答

に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
当
エ
リ
ア
ビ

ジ
ョ
ン（
案
）で
は
、
文
化
の
多
様
化
や

ニ
ー
ズ
の
変
化
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
、
財
政
状

況
な
ど
本
市
を
取
り
巻
く
状
況
を
総
合

的
に
勘
案
し
て
市
民
文
化
会
館
を
解
体

す
る
方
針
と
し
、
当
面
は
下
妻
公
民
館

や
千
代
川
公
民
館
を
文
化
振
興
の
拠
点

と
し
つ
つ
、
当
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
既
存
施
設
や
導
入
施

設
を
活
用
し
た
文
化
振
興
を
新
た
に
行

い
、
並
行
し
て
市
全
体
の
文
化
振
興
の

在
り
方
や
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

基
づ
く
他
の
公
共
施
設
の
統
廃
合
を
含

め
た
文
化
・
集
会
施
設
の
在
り
方
、
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
等
の
必
要
性
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
し

て
い
る
。

　
市
民
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
そ
の

著
し
い
老
朽
化
か
ら
使
用
に
耐
え
ら
れ

る
修
繕
を
行
う
た
め
に
は
多
額
の
費
用

が
か
か
り
、
ま
た
、
そ
の
修
繕
を
施
し

て
も
、
現
在
の
ニ
ー
ズ
に
十
分
耐
え
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と

か
ら
解
体
す
る
方
針
と
し
た
も
の
で
あ

る
。

当面は文化振興の拠点となる下妻公民館

下
妻
市
の
学
校
教
育
に
つ

い
て

児童生徒の英語力向上に努めていく

一　般　質　問

原
部
　
司 

議
員

【
一
括
方
式
】

平
井
　
誠 

議
員

【
一
括
方
式
】

市
民
文
化
会
館
に
つ
い
て

動画は
こちら↓

動画は
こちら↓
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近
年
、
世
界
各
国
に
お
い

て
激
甚
化
す
る
大
地
震
・
風

水
害
が
発
生
し
て
い
る
。
今
後
起
こ
り

得
る
自
然
災
害
に
対
し
、
自
主
防
災
組

織
等
の
防
災
力
強
化
も
重
要
と
考
え
る

が
、
そ
の
活
動
資
金
に
苦
し
ん
で
い
る

と
い
う
話
も
聞
く
。

　
こ
れ
か
ら
防
災
や
減
災
、
災
害
に
対

し
、
し
っ
か
り
と
活
動
、
活
躍
す
る
た

め
に
は
、
経
済
的
な
支
援
も
含
め
行
政

の
積
極
的
な
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、

本
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
大
規
模
災
害
の
発
生
時
に

被
害
の
防
止
又
は
軽
減
を
図

る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
様
が
自
主
的

に
防
災
活
動
に
参
加
し
、
地
域
で
助
け

合
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の

認
識
の
下
、
本
市
で
は
、
自
主
防
災
組

織
の
設
立
の
促
進
や
活
動
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
具
体
的
な
取
組
と
し
て
は
、
自
主
防

災
組
織
の
結
成
時
に
交
付
さ
れ
る
結
成

事
業
補
助
金
や
、
そ
の
活
動
に
必
要
な

消
火
器
、
救
助
用
工
具
等
の
購
入
費
を

補
助
す
る
資
機
材
等
整
備
事
業
補
助
金

の
ほ
か
、
平
素
の
防
災
に
必
要
な
経
費

を
補
助
す
る
防
災
活
動
事
業
補
助
金
を

令
和
４
年
６
月
か
ら
制
度
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
治
区
長
や
自
主
防
災
組
織
の

長
等
を
対
象
と
し
て
、
令
和
３
年
度
か

ら
防
災
ア
ン
ケ
ー
ト
、
令
和
４
年
度
か

ら
防
災
事
業
説
明
会
を
毎
年
実
施
し
、

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
の
説
明
や
設

立
の
お
願
い
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
本
年
度
新
た
に
実
施
し
た
水
害

対
応
避
難
訓
練
や
毎
年
秋
に
実
施
し
て

い
る
総
合
防
災
訓
練
で
は
、各
自
治
区・

自
主
防
災
組
織
の
皆
様
に
参
加
の
働
き

か
け
を
行
い
、
併
せ
て
消
防
団
の
皆
様

に
も
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
下
妻
市
庁
舎
周
辺
エ
リ
ア

ビ
ジ
ョ
ン（
案
）で
示
さ
れ
た

市
民
文
化
会
館
の
今
後
の
方
針
は
、
解

体
し
て
文
化
振
興
機
能
は
当
面
の
間
、

下
妻
公
民
館
、
千
代
川
公
民
館
を
は
じ

め
と
す
る
公
共
施
設
等
を
活
用
し
推
進

す
る
、
そ
し
て
令
和
10
年
度
以
降
に
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
を
検
討
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
り
、
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
る
。

解
体
の
前
に
は
っ
き
り
し
た
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
を
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
本
市

の
見
解
を
伺
う
。

　
市
民
文
化
会
館
に
つ
い
て

は
、
下
妻
市
庁
舎
周
辺
エ
リ

ア
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）に
お
い
て
、
解
体
す

る
方
針
と
し
、
市
民
文
化
会
館
の
解
体

時
期
及
び
公
民
館
の
改
修
時
期
に
つ
い

て
は
、
基
本
計
画
の
策
定
時
に
検
討
す

る
と
し
て
い
る
。
基
本
計
画
で
は
、
施

設
単
体
の
整
備
に
と
ど
ま
ら
ず
、
エ
リ

ア
価
値
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
な
全

体
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
も
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
財
政
状
況
等
も
勘
案
し
な

が
ら
、
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
や
フ
ェ

ー
ズ
に
分
け
た
整
備
計
画
の
検
討
を
想

定
し
て
い
る
。
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
令
和
10
年
度
以
降
に
検
討

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
が
、
市
議

会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
市
民
説

明
会
の
機
運
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
時
期

は
前
後
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
当
面
は
、
下
妻
公
民
館
や
千
代
川
公

民
館
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施
設
等
を

使
用
し
、
文
化
振
興
を
推
進
し
て
い
く

ほ
か
、
文
化
振
興
計
画
や
公
共
施
設
再

配
置
計
画（
Ⅱ
期
）の
検
討
を
通
じ
て
、

他
の
文
化
施
設
・
集
会
施
設
と
の
施
設

の
集
約
に
つ
い
て
も
、
市
民
の
皆
様
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

斯
波
元
気 

議
員

【
一
問
一
答
方
式
】

自
然
災
害
に
つ
い
て

防災事業説明会の様子

一　般　質　問

端
　
茂
樹 

議
員

【
一
問
一
答
方
式
】

市
民
文
化
会
館
に
つ
い
て

下妻公民館とともに文化振興の拠点となる千代
川公民館

動画は
こちら↓

動画は
こちら↓
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つ
く
ば
下
妻
工
業
団
地
の

調
整
池
に
工
場
か
ら
の
排
水

が
流
入
し
て
沼
地
に
な
り
、
悪
臭
が
発

生
し
劣
悪
な
環
境
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
調
整
池
は
工
業
団
地
の
雨

水
を
一
時
貯
水
す
る
た
め
の
施
設
で
あ

る
。
工
場
か
ら
浄
化
さ
れ
て
い
な
い
排

水
が
調
整
池
に
流
入
し
て
い
る
現
況
を

ど
う
考
え
る
か
、
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
つ
く
ば
下
妻
工
業
団
地
南

側
の
ニ
ュ
ー
つ
く
ば
下
妻
工

業
団
地
の
工
場
か
ら
の
排
水
は
、
道
路

側
溝
を
通
じ
て
流
末
と
な
る
排
水
路
に

排
水
さ
れ
て
い
る
が
、
排
水
路
が
土
水

路
で
あ
り
、
地
形
的
に
西
側
が
高
台
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
雨
等
に
よ

り
土
砂
が
流
れ
込
み
や
す
く
、
排
水
不

良
の
原
因
と
な
り
、
排
水
が
調
整
池
内

に
流
入
し
て
い
る
好
ま
し
く
な
い
状
況

が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
対
策
と
し
て
、
排
水
路
の
汚
泥
の
一

部
浚
渫
工
事
を
実
施
し
て
い
る
が
、
再

度
土
砂
が
流
入
し
、
排
水
不
良
の
解
決

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
現
地
調

査
を
実
施
し
、
排
水
機
能
確
保
の
た
め

に
汚
泥
の
浚
渫
や
排
水
路
の
改
修
工
事

を
含
め
た
必
要
な
対
策
を
検
討
し
て
い

く
。

　
な
お
、
工
場
排
水
の
水
質
状
況
に
つ

い
て
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
の
主
管
機

関
で
あ
る
茨
城
県
県
西
県
民
セ
ン
タ
ー

環
境
・
保
安
課
及
び
本
市
環
境
課
に
お

い
て
も
水
質
検
査
を
実
施
し
て
お
り
、

基
準
値
を
越
え
た
場
合
、
改
善
計
画
書

の
提
出
を
求
め
、
是
正
措
置
を
講
じ
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
水

質
改
善
を
求
め
、
茨
城
県
と
共
に
強
く

指
導
し
て
い
く
。

つ
く
ば
下
妻
工
業
団
地
と

そ
の
周
辺
に
つ
い
て

　
部
活
動
の
地
域
移
行
は
、

教
員
の
負
担
を
減
ら
す
た
め

で
も
あ
る
が
、
大
切
な
の
は
ど
う
い
う

在
り
方
が
子
供
た
ち
に
と
っ
て
い
い
の

か
考
え
る
こ
と
で
あ
り
、
子
供
の
人
格

を
育
む
、
仲
間
と
の
連
帯
感
、
自
己
肯

定
感
を
醸
成
す
る
と
い
っ
た
役
割
は
受

け
継
ぎ
つ
つ
、
様
々
な
課
題
を
改
善
し

な
が
ら
今
ま
で
以
上
に
価
値
の
あ
る
活

動
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

本
市
の
現
状
と
課
題
、
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ

い
て
は
、
国
よ
り
「
学
校
の

働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
部
活
動
改
革
」

と
し
て
、
段
階
的
に
休
日
の
部
活
動
を

地
域
に
移
行
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

本
市
と
し
て
は
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
実

践
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
令
和
６
年
１

月
に
市
立
３
中
学
校
剣
道
部
の
休
日
の

指導者の確保などの課題が挙げられる部活動の地域
移行

活
動
を
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
運
営

を
始
め
て
い
る
。
指
導
者
は
、
市
内
の

剣
道
指
導
者
２
名
に
依
頼
し
、
現
在
47

名
の
生
徒
が
月
３
回
程
度
、
市
総
合
体

育
館
で
活
動
し
て
い
る
。
課
題
と
し
て

は
、
休
日
に
お
け
る
部
活
動
の
受
け
皿

と
な
る
地
域
団
体
の
不
足
、
指
導
者
の

確
保
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
指
導
者

に
は
競
技
経
験
や
専
門
的
知
識
、
人
間

形
成
に
関
わ
る
教
育
的
配
慮
や
安
全
管

理
意
識
等
の
一
定
の
質
が
求
め
ら
れ
る

た
め
、
こ
う
し
た
人
材
の
継
続
的
な
確

保
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
休
日
に
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
を
希
望
す
る
教

員
が
指
導
に
当
た
れ
る
よ
う
に
、
兼
職

兼
業
の
仕
組
み
を
整
備
し
て
い
く
。

つくばニュー下妻工業団地西側の排水路

一　般　質　問

鈴
木
　
牧 

議
員

【
一
問
一
答
方
式
】

木
村
穂
摘 

議
員

【
一
括
方
式
】

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ

い
て

動画は
こちら↓

動画は
こちら↓
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現
在
、
各
施
設
ご
と
に
予

約
申
し
込
み
を
し
て
い
る
が
、

本
市
は
Ｄ
Ⅹ
推
進
課
・
ス
マ
ホ
市
役
所

と
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
市
政
運
営
を
目
指

し
て
い
る
。
今
後
の
公
共
施
設
の
予
約

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、こ
れ
ら
を
有
効・

的
確
に
活
用
し
て
い
く
た
め
の
課
題
を

伺
う
。

　
現
在
の
公
共
施
設
の
予
約

方
法
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
ａ
ｉ

ｗ
ａ
ｉ
ド
ー
ム
し
も
つ
ま
は
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
空
き
状
況
の
確
認
が
で
き

る
が
、
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

電
話
や
窓
口
等
で
空
き
状
況
を
確
認
し

た
上
で
、
事
前
に
申
請
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
、
許
可
の
手
続
き
を
お
願
い

し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
３
月
よ
り
運
用
を
開
始
し

た
ス
マ
ホ
市
役
所
に
つ
い
て
は
、
施
設

予
約
の
機
能
が
備
わ
っ
て
お
り
、
本
シ

ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公

共
施
設
の
予
約
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ス
マ
ホ
市
役
所
を
導
入
し
て
い

る
他
の
自
治
体
で
は
、
運
動
施
設
、
公

民
館
な
ど
の
会
議
室
等
、
幅
広
い
施
設

で
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
が
活
用
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
本
市
の

各
施
設
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム

導
入
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
予
約
に
キ

ャ
ン
セ
ル
が
出
た
場
合
の
対
応
や
、
各

施
設
と
も
団
体
に
よ
っ
て
申
請
処
理
が

異
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
利

便
性
が
向
上
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
申
し
込
み
等
に
つ
い

て
、
公
民
館
か
ら
順
次
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
市
内
の
運
動
施
設
に
つ
い

て
、
老
朽
化
が
目
立
っ
て
い

る
と
の
声
を
聞
く
。
総
合
体
育
館
や
千

代
川
体
育
館
は
改
修
さ
れ
た
が
、
屋
外

の
運
動
施
設
に
つ
い
て
傷
み
が
目
立
ち
、

柳
原
球
場
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
、
千
代

川
運
動
公
園
の
多
目
的
広
場
及
び
遊
歩

道
の
改
修
が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、

多
目
的
広
場
の
サ
ッ
カ
ー
場
に
つ
い
て

は
、
現
在
既
定
の
サ
イ
ズ
が
取
れ
て
い

な
い
状
態
で
も
あ
り
、
今
後
、
人
工
芝

化
な
ど
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
コ
ー
ト

を
用
意
す
る
の
も
一
案
と
考
え
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
低
迷
し
て
い
た
子

供
た
ち
の
運
動
し
た
い
と
い
う
意
欲
を

つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
本
市
の
運
動
施

設
の
管
理
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　
市
内
体
育
施
設
は
竣
工
か

ら
多
く
の
年
月
が
経
過
し
て

い
る
た
め
、
今
後
も
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
等
に
基
づ
き
、
必
要
な
改
修
を

行
っ
て
い
く
。

　
千
代
川
運
動
公
園
多
目
的
広
場
及
び

遊
歩
道
に
関
し
て
は
、
平
成
４
年
の
竣

工
以
来
大
規
模
な
改
修
を
行
っ
て
い
な

い
が
、
今
後
必
要
に
応
じ
改
修
を
検
討

し
て
い
く
。
ま
た
、
多
目
的
広
場
の
人

工
芝
化
に
つ
い
て
は
、
悪
天
候
で
も
使

用
で
き
る
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
が
軽

減
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
が
、
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と

か
ら
改
修
後
の
活
用
方
法
や
有
利
な
財

源
の
確
保
を
含
め
、
調
査
研
究
し
て
い

く
。

　
柳
原
球
場
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
い

て
も
、
今
後
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

等
に
基
づ
き
必
要
な
改
修
を
行
っ
て
い

く
。

千代川運動公園多目的広場

宇
梶
浩
太 

議
員

【
一
問
一
答
方
式
】

浅
野
通
生 

議
員

【
一
問
一
答
方
式
】

市
の
公
共
施
設
の
予
約
申

し
込
み
方
法
に
つ
い
て

市民の利便性向上につながるオンライン
予約システム

ス
ポ
ー
ツ
推
進
と
振
興
に

つ
い
て

一　般　質　問

動画は
こちら↓

動画は
こちら↓
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現
在
、
雨
天
・
悪
天
候
時

の
登
下
校
は
、
保
護
者
に
よ

る
車
で
の
送
迎
が
非
常
に
多
く
行
わ
れ

て
い
る
が
、
学
校
周
辺
の
道
路
の
渋
滞

や
、
校
内
乗
り
入
れ
の
車
と
歩
い
て
い

る
児
童
が
混
雑
し
大
変
危
険
で
あ
る
。

　
学
校
側
で
も
車
の
誘
導
等
の
対
応
を

さ
れ
て
い
る
が
、
市
内
小
中
学
校
の
現

況
と
対
策
、
今
後
の
駐
車
場
の
確
保
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
現
在
使
用
し
て

い
な
い
プ
ー
ル
の
敷
地
を
駐
車
場
と
し

て
利
用
す
る
考
え
は
あ
る
か
、
見
解
を

伺
う
。

　
市
立
小
中
学
校
に
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
雨
天
時
等
の
登

下
校
時
に
周
辺
道
路
が
混
雑
す
る
こ
と

が
あ
る
と
回
答
し
た
学
校
は
、
小
学
校

６
校
、
中
学
校
３
校
で
、
多
く
の
学
校

で
教
職
員
が
送
迎
の
車
や
児
童
生
徒
の

誘
導
を
行
い
、
混
雑
の
緩
和
や
児
童
生

徒
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
駐
車
場
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
用
地
を
取
得
し
て
駐
車
場
を
整
備
す

る
こ
と
や
、
周
辺
の
道
路
を
拡
幅
す
る

こ
と
は
、
費
用
や
用
地
の
面
か
ら
非
常

に
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
昨
年
度
ま
で

に
プ
ー
ル
を
使
わ
な
く
な
っ
た
学
校
の

う
ち
、
雨
天
時
に
混
雑
す
る
と
回
答
し

た
学
校
は
宗
道
小
学
校
の
み
で
あ
っ
た

が
、
プ
ー
ル
は
建
物
と
違
い
、
屋
根
材

の
落
下
や
壁
材
の
飛
散
等
が
起
き
る
も

の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
現
在
、
市
立
小

中
学
校
の
適
正
規
模
適
正
配
置
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
現
時
点

で
費
用
を
か
け
て
プ
ー
ル
を
撤
去
す
る

予
定
は
な
い
。
本
年
度
は
旧
高
道
祖
幼

稚
園
の
園
舎
を
解
体
し
、
高
道
祖
小
学

校
の
駐
車
場
や
通
路
の
整
備
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

雨天時の登下校の様子

　
那
覇
市
栄
町
市
場
は
、
市
民
参
加
型

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
や
公
共
施
設
の
整

備
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
魅
力
や
住
み

や
す
さ
の
向
上
を
図
る
取
組
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
昭
和
の
街
並
み
が
残
る

市
場
の
中
に
、
子
育
て
支
援
の
た
め
の

施
設
や
遊
び
場
が
整
備
さ
れ
、
空
き
店

舗
だ
っ
た
場
所
に
若
者
が
カ
フ
ェ
を
出

店
す
る
な
ど
、
新
た
な
活
力
が
生
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　
北
谷
町
で
は
、
路
線
定
期
型
だ
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
見
直
し
て
デ
マ

ン
ド
型
に
切
り
替
え
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
効

率
的
な
ル
ー
ト
を
作
成
し
て
運
行
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
委
託
費
を
削
減
す

る
た
め
車
両
を
小
型
化
し
た
り
、
バ
ス

行
政
視
察
報
告 

今
後
の
議
員
活
動
に
役
立
て
て
い
き
ま
す

停
オ
ー
ナ
ー
制
度
に
よ
り
運
賃
外
収
入

を
確
保
す
る
な
ど
、
公
共
交
通
事
業
の

持
続
性
を
確
保
す
る
た
め
の
様
々
な
取

組
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
嘉
手
納
町
で
は
、
家
庭
か
ら
の
食
廃

油（
植
物
性
油
）を
回
収
し
、
バ
イ
オ
デ

ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
業

者
に
売
却
し
、
ま
た
、
草
刈
や
木
の
剪

定
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
草
木
ご
み
を
回

収
し
て
チ
ッ
プ
に
し
、
土
壌
改
良
な
ど

の
た
め
に
町
民
に
無
料
配
布
し
て
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、「
ジ
モ
テ
ィ
ー
」や「
お

い
く
ら
」
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
リ
ユ
ー
ス
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
町
民
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
粗

大
ご
み
と
さ
れ
て
し
ま
う
物
を
町
が
代

理
出
品
す
る
と
と
も
に
、
不
要
な
服
や

一般質問・行政視察報告

野
村
貴
博 

議
員

【
一
括
方
式
】

小
中
学
校
の
雨
天
・
悪
天

候
時
の
登
下
校
に
つ
い
て

総務委員会の行政視察の様子

布
製
品
な
ど

は
カ
ン
ボ
ジ

ア
へ
輸
出
し

て
売
却
し
、

廃
棄
物
に
し

な
い
努
力
を

重
ね
て
い
ま

し
た
。

総
務
委
員
会

●
日
程　
６
月
26
日
〜
28
日

●
内
容

　
・
中
心
市
街
地
活
性
化
の
取
組
に

　
　
つ
い
て　
　
（
沖
縄
県
那
覇
市
）

　
・
デ
マ
ン
ド
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

　
　
ス
に
つ
い
て
（
沖
縄
県
北
谷
町
）

　
・
ご
み
減
量
化・再
資
源
化
の
取
組

　
　
に
つ
い
て
（
沖
縄
県
嘉
手
納
町
）

動画は
こちら↓
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宗
像
市
で
は
、
子
ど
も
の
権
利
を
守

り
、
健
や
か
な
成
長
を
保
障
す
る
こ
と

を
目
的
に
平
成
24
年
に
子
ど
も
基
本
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
効
果
と

し
て
、
条
例
が
施
策
の
法
的
根
拠
と
な

る
た
め
確
実
に
施
策
を
実
施
で
き
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
、
子
ど
も
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
子
ど
も
の
意

見
表
明
の
機
会
の
提
供
や
、
そ
の
意
見

を
子
ど
も
施
策
へ
反
映
す
る
こ
と
、
ま

た
、
普
及
啓
発
と
し
て
、
宗
像
市
子
ど

も
の
権
利
の
日
を
定
め
、
市
内
小
中
学

校
で
子
ど
も
の
権
利
を
扱
っ
た
授
業
等

を
実
施
す
る
な
ど
様
々
な
取
組
が
な
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
大
牟
田
市
は
、
炭
鉱
を
中
心
と
し
た

産
業
都
市
と
し
て
の
歴
史
ゆ
え
に
、
現

在
高
齢
化
率
38
・
１
％
と
い
う
急
速
な

高
齢
化
を
経
験
し
た
自
治
体
で
あ
り
、

認
知
症
ケ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

と
し
て
、
認
知
症
の
人
の
理
解
を
深
め
、

地
域
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
家
や
地
域
で
、
安
心
し
て
豊
か
に

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
し
た
。
本
市
の

２
０
４
５
年
の
将
来
推
定
高
齢
化
率
約

40
％
を
見
据
え
て
、
学
ぶ
点
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　
筑
後
市
立
図
書
館
で
は
、「
生
活（
く

ら
し
）と
と
も
に
あ
る
図
書
館
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
図
書
館
か
ら
社
会
教
育
、

地
域
の
社
会
課
題
に
取
り
組
み
、
全
て

の
市
民
に
公
平
に
サ
ー
ビ
ス
で
き
る
図

書
館
を
目
指
し
、
潜
在
利
用
者
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
と
利
用
者
増
を
目
的
と
し
て
、

「
本
de
恋
活
」
や
「
認
知
症
か
ふ
ぇ
」
事

業
、
宅
配
サ
ー
ビ
ス
や
移
動
図
書
館
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
在
架
予
約
サ
ー
ビ
ス

な
ど
様
々
な
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

●
日
程　
７
月
８
日
〜
10
日

●
内
容

　
・
子
ど
も
基
本
条
例
に
つ
い
て

（
福
岡
県
宗
像
市
）

　
・
認
知
症
ケ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

　
　
進
事
業
に
つ
い
て

（
福
岡
県
大
牟
田
市
）

　
・
筑
後
市
立
図
書
館　
図
書
館
事

　
　
業
に
つ
い
て（
福
岡
県
筑
後
市
）

文
教
厚
生
委
員
会

文教厚生委員会の行政視察の様子

　
中
心
市
街
地
中
核
施
設
「
Ｍ
ａ
ｌ
ｌ

ｍ
ａ
ｌ
ｌ
」
は
、
平
成
23
年
に
閉
店
し

た
都
城
大
丸
の
跡
地
を
活
用
し
、
中
心

市
街
地
に
新
た
な
都
市
機
能
を
集
約
し
、

賑
わ
い
の
再
生
を
図
る
事
業
と
し
て
、

同
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
都
城
大

丸
の
閉
店
を
受
け
、
民
間
主
体
で
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
し
、
そ
の
後
、
官
民
連
携
に
よ

り
市
民
ニ
ー
ズ
の
集
約
を
図
っ
て
い
ま

し
た
。
同
施
設
は
、
図
書
館
や
ま
ち
な

か
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
８
施
設
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
市
内
外
を
問
わ
ず
利
用

者
が
年
々
増
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
道
の
駅
都
城
Ｎ
ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｌ
は
、「
日
本

一
の
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
」
の
魅
力

で
地
域
活
性
化
を
推
進
す
る
コ
ン
セ
プ

ト
の
下
、
令
和
５
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
、
地
場
産
品
や
特
産
品
が
並
ぶ
直

売
所
や
子
育
て
世
代
が
滞
在
で
き
る
屋

内
遊
具
広
場
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
防
災
道
の
駅
に
選
定
さ

れ
て
お
り
、
防
災
ト
イ
レ
や
貯
水
タ
ン

ク
等
の
防
災
施
設
を
整
備
し
、
災
害
時

に
お
け
る
国
土
交
通
省
派
遣
チ
ー
ム
の

集
結
拠
点
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
設

の
果
た
す
役
割
が
非
常
に
大
き
い
と
感

じ
ま
し
た
。

　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
霧
島

市
の
魅
力
を
新
た
な
視
点
で
再
構
築
し
、

「
褒
め
合
う
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
市
民

の
郷
土
愛
を
高
め
る
た
め
の
キ
リ
シ
マ

イ
ス
タ
ー
制
度
や
霧
島
市
の
食
に
ま
つ

わ
る
あ
ら
ゆ
る
産
品
や
活
動
等
を
霧
島

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ブ
ラ
ン
ド
「
ゲ
ン
セ

ン
霧
島
」
と
し
て
認
定
し
、
地
元
特
産

品
等
の
認
知
度
向
上
及
び
販
路
拡
大
等

の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

観
光
資
源
を
生
か
す
た
め
に
地
域
公
共

交
通
の
取
組
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

市
内
外
へ
の
情
報
発
信
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

●
日
程　
７
月
１
日
〜
３
日 

●
内
容

　
・
中
心
市
街
地
中
核
施
設
「
M
a

　
　
l
l
m
a
l
l
」
に
つ
い
て

（
宮
崎
県
都
城
市
）

　
・
道
の
駅
都
城
N
i
Q
L
L
に
つ

　
　
い
て　
　
　
（
宮
崎
県
都
城
市
）

　
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

　
　
い
て　
　
（
鹿
児
島
県
霧
島
市
）

経
済
建
設
委
員
会

経済建設委員会の行政視察の様子

行政視察報告
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富
山
県
滑
川
市
議
会
議
員
６
名
が
行

政
視
察
の
た
め
、
本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
視
察
内
容
に
基
づ
き
、
農
業
政
策
課

よ
り
、
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
つ
い
て

説
明
後
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

●
日
程　
５
月
28
日

●
内
容　
下
妻
市
鳥
獣
被
害
防
止
計

　
　
　
　
画
に
つ
い
て

滑川市議会議員団の皆様

行
政
視
察
来
訪

富
山
県
滑
川
市
議
会

●
日
程　
７
月
２
日

●
内
容　
W
a
i
w
a
i
ド
ー
ム
し

　
　
　
　
も
つ
ま
及
び
さ
ん
歩
の
駅

　
　
　
　
サ
ン
・
S
U
N
さ
ぬ
ま
に

　
　
　
　
つ
い
て

宮
城
県
大
河
原
町
議
会

　
宮
城
県
大
河
原
町
議
会
総
務
産
業
常

任
委
員
会
が
行
政
視
察
の
た
め
、
本
市

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
視
察
内
容
に
基
づ
き
、都
市
整
備
課・

商
工
観
光
課
よ
り
、
Ｗ
ａ
ｉ
ｗ
ａ
ｉ
ド

ー
ム
し
も
つ
ま
及
び
さ
ん
歩
の
駅
サ
ン・

Ｓ
Ｕ
Ｎ
さ
ぬ
ま
に
つ
い
て
説
明
後
、
活

発
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。大河原町議会総務産業常任委員会の皆様

17
日　
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
正
副
会

　
　
　
長
会

20
日　
第
２
回
臨
時
会

　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

22
日　
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

28
日　
行
政
視
察
来
訪
（
富
山
県
滑
川

　
　
　
市
議
会
）

29
日　
下
妻
地
方
広
域
事
務
組
合
臨
時

　
　
　
会
・
全
員
協
議
会

30
日　
茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村
圏

　
　
　
事
務
組
合
議
会
臨
時
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

１
日
～
３
日

　
　
　
経
済
建
設
委
員
会
行
政
視
察（
宮

　
　
　
崎
県
都
城
市
・
鹿
児
島
県
霧
島

　
　
　
市
）

2
日　
行
政
視
察
来
訪
（
宮
城
県
大
河

　
　
　
原
町
議
会
）

８
日
～
10
日

　
　
　
文
教
厚
生
委
員
会
行
政
視
察（
福

　
　
　
岡
県
宗
像
市
・
大
牟
田
市
・
筑

　
　
　
後
市
）

18
日　
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
正
副
会

　
　
　
長
会

18
日
～
19
日

　
　
　
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
視
察
研

　
　
　
修
会

22
日　
月
例
会

　
　
　
第
２
回
広
報
広
聴
委
員
会

25
日　
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
　
　
連
合
議
会
全
員
協
議
会

30
日　
下
妻
地
方
広
域
事
務
組
合
臨
時

　
　
　
会
・
全
員
協
議
会

４
日
～
18
日

　
　
　
第
２
回
下
妻
市
議
会
定
例
会

４
日　
本
会
議　
議
案
上
程
、
説
明

５
日　
本
会
議　
議
案
質
疑

　
　
　
総
務
委
員
会

６
日　
文
教
厚
生
委
員
会

７
日　
経
済
建
設
委
員
会

10
日　
予
算
特
別
委
員
会

13
日　
本
会
議　
一
般
質
問

14
日　
本
会
議　
一
般
質
問

18
日　
本
会
議　
委
員
長
報
告
、
質
疑
、

　
　
　
討
論
、
採
決
、
閉
会

議
会
日
誌

5
月

6
月

７
月

行政視察来訪・議会日誌

　
　
　
第
１
回
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

25
日　
茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村
圏

　
　
　
事
務
組
合
議
会
臨
時
会

26
日
～
28
日

　
　
　
総
務
委
員
会
行
政
視
察（
沖
縄
県

　
　
　
那
覇
市
・
北
谷
町
・
嘉
手
納
町
）

28
日　
議
員
政
治
倫
理
推
進
委
員
会



月　日 曜日 日　　　　　　　程

９月３日 火
本　会　議
開　　　会
　（会期の決定・諸報告・議案上程、説明）

９月４日 水
本　会　議
　議案質疑
　常任委員会（総務委員会）

９月５日 木 休　　　会
　常任委員会（文教厚生委員会）

９月６日 金 休　　　会
　常任委員会（経済建設委員会）

９月９日 月
休　　　会
　予算特別委員会（補正予算）
　決算特別委員会

９月10日 火 休　　　会
　決算特別委員会

 9月11日 水 休　　　会
　決算特別委員会

 9月13日 金 本　会　議
　一般質問

 9月17日 火 本　会　議
　一般質問

９月19日 木
本　会　議
　（議案及び請願・陳情に対する委員長
　 報告、質疑・討論・採決）
閉　　　会

14
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５
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下
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よ
り

　市議会では皆様の傍聴をお待ちしています。
　傍聴は、市議会活動に触れる良い機会です。
自分が選んだ議員の活動や市政の方針などを知
ることができます。
　傍聴をご希望の方は、議会開催日に庁舎４階
議場までお越しください。
　なお、議場内での飲食・雑談等はご遠慮くだ
さい。
　次回の市議会だよりの発行は令和６年11月
10日（日）の予定です。
　議会だよりへのご意見などございましたら、
下記連絡先までお寄せください。

問合せ先
議会事務局（0296）43−2111
（内線4011・4012）

※会期日程は、都合により変更になることがあります。

次回 第３回定例会予定

　令和６年第２回定例会では、68名の方の

傍聴がありました。

議会を傍聴しませんか

　
今
号
は
主
に
、
６
月
に
開
か
れ
た
令
和

６
年
第
２
回
定
例
会
に
つ
い
て
、
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
今
般
、
執
行
部
か
ら

示
さ
れ
た
「
市
庁
舎
周
辺
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ

ン
（
案
）」
に
つ
い
て
の
質
問
も
多
く
、

そ
の
た
め
今
号
の
表
紙
に
は
、
エ
リ
ア
に

含
ま
れ
て
お
り
ま
す
市
民
文
化
会
館
の
写

真
を
選
び
ま
し
た
。

　
ま
た
今
号
で
は
、
３
つ
の
常
任
委
員
会

が
行
い
ま
し
た
行
政
視
察
に
つ
い
て
報
告

す
る
と
と
も
に
、
本
市
を
来
訪
し
た
２
市

町
議
会
に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

し
た
。

　
他
自
治
体
を
実
際
に
訪
れ
て
関
係
者
に

話
を
伺
い
、
自
分
の
目
で
確
認
す
る
視
察

研
修
は
、
見
聞
を
広
げ
、
議
員
と
し
て
の

資
質
の
研
鑽
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

次回定例会予定

今
回
の
行

政
視
察
で

得
た
情
報

や
吸
収
し

た
知
識
は
、

本
市
の
施

策
運
営
に

役
立
て
て

ま
い
り
た

い
と
思
い

ま
す
。

各委員会の取組を中心に報告し、市民の皆様のご意見を伺います
（10月下旬予定）
詳細が決まり次第、皆様にお知らせいたします

議会報告会の開催に向けて現在検討を進めております

Ｅボート大会に出場しました


